
大阪大学大学院人間科学研究科附属未来共創センター・IMPACTオープンプロジェクト

対話で進めるディスアビリティ・インクルージョンプロジェクト企画

シンポジウム
共生社会の実現に必要な「ことばへのまなざし」とは

社会にはそこに暮らす人々の対話があり、ことばがその対話の基盤にあります。
共生社会の実現を考える上では、このことばと対話をめぐる諸問題を避けて通ることはできません。
そこで、本シンポジウムでは、ことばと対話に関する経験を共有するとともに、それらを様々な
角度から捉え、 ことばと共生の問題について議論を行います。

日時： 2023年 9月1日（金）13:30～16:２0（JST）
場所： 大阪大学大学院人間科学研究科北館2階 ラーニングコモンズ

（Zoomによるハイブリッド開催）
申込： 2023年8月31日（木）まで

＊手話通訳による情報保障を希望される方は早めのご連絡をいただけますと幸いです。
情報保障を必要とする方の申込締め切りは8月15日までとさせていただきます。
ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

問合先：中井好男（大阪大学大学院人間科学研究科共生学系）
E-mail：nakai.yoshio.hus@osaka-u.ac.jp

第３部 ディスカッション 1５：50～16：20

中井好男氏（大阪大学大学院人間科学研究科）：
「コーダが捉えることばによるディスビリティ」

中山亜紀子氏（広島大学大学院人間社会科学研究科）：
「虚構としての単一日本語への同一化ー母語話者日本語教師になる」

岡田祥平氏（新潟大学人文社会科学系）：
「自分の使っている／きた「ことば」はいったい何だろうか

ー「標準語」と「方言」，「男言葉」と「女言葉」―」

オストハイダ テーヤ氏（関西学院大学法学部／社会言語学・言語政策論・言語文化教育学）
尾中友哉氏（NPO法人サイレントボイス代表理事／デフと聴者が「共にできる」を増やすNPOの代表 ）

第2部 鼎談 14：40～1５：40

・鼎談を踏まえ、参加者の皆様とディスカッションを行います。

・上記の話題提供を踏まえ、下記のコメンテーターをお迎えして鼎談を行います。

申込方法：下記URL、もしくはQRコードより申込をお願いします。
https://forms.gle/F8Vw9Zy9ApcygsGQ7

第1部 話題提供 1３：30～14：30

・オートエスノグラフィーをもとにした話題提供を行います。

総合司会：瀬井陽子（大阪大学国際教育交流センター)ープログラムー

（JSPS科研費JP22K00666/JP22K00666） 


